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研究成果の概要（和文）：まず腹部大動脈瘤自体の形を分析するための CPR(Curved multiPlanar 

Reconstruction)像の重要性を検証した研究を行い、成果が Annals of vascular surgery に

2013.2 月に掲載された。ステントグラフト術後の側副路からの血流による瘤拡大の評価を行い

投稿、またステントグラフトの移動を評価した研究も行っている。また、ステントグラフトを

留置した血管の直径変化を評価している研究も同時進行で行った。これらはいずれもステント

グラフト留置後の形態変化において重要な要素であり、今まで研究されてきた内容とは違う側

面で研究を進めることができたと考える。 

 

研究成果の概要（英文）：At first "3D workstation is useful for measuring the correct size 
of abdominal aortic aneurysm(AAA) diameters" which inspected the importance of the 
CPR(Curved multiPlanar Reconstruction) image to analyze the form of abdominal aortic 
aneurysm in itself was placed in Annals of vascular surgery in 2013.2. In addition, I 
contribute "Comparison of the Property of Type II Endoleak between the Zenith and the 
Excluder and its Effect on the Changes of Aneurysmal Diameter." which evaluated the 
aneurysmal expansion by the bloodstream from collateral vessels on post-stentgraft  to 
Journal of Vascular Surgery now. In addition, I am going to contribute "The study about 
the relation between the migration of distal landing zone and the length of landing zone 
after EVAR( tentative title)" which evaluated the migration of the stent graft. And I 
am going to contribute "The change of the diameter of the distal neck of 
post-stentgraft( tentative title)" which evaluated the diameter of blood vessel change 
which detained a stentgraft by progress at the same time. These are important elements. 
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１．研究開始当初の背景 

腹部大動脈瘤に対するステントグラフト内

挿術は 1999 年に米国で、2002 年には日本で

承認され、大動脈瘤患者に使用されている。

また胸部大動脈瘤に対してのステントグラ

フト内挿術も 2008 年から薬事承認をえて疾
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患に応じ使用されている。近年胸部、腹部大

動脈瘤に対してのステントグラフト治療に

よりエンドリーク件数の増加も見られてい

る。それらの中には術直後では予想でき 

ないエンドリークも認めそれらは術直後か

らの形態変化により引き起こされている可

能性があるものの形態として検討されるこ

とは少ない。他分野（主に工学部系）では動

脈瘤内の超音波検査を併用した血流シミュ

レーション（「大動脈瘤内血流の超音波計測

融合シミュレーション」2006 年早瀬らなど

他）の面から動脈瘤内の血流予想はなされて

いるがステントグラフトと組み合わせ、エン

ドリークと関連づけたものはない。 

 

２．研究の目的 

本研究の目的は、3DCT 処理ワークステーシ

ョン（テラリコン）を使用し治療侵襲を加え

た大動脈（瘤）の形態の経時的変化を評価し

最終的な治療効果を予測することにある。 

近年、胸部・腹部大動脈瘤（または大動脈解

離）に対しステントグラフト治療が盛んに行

われているが、それとともに術後タイプ 1 エ

ンドリーク（ステントグラフト上・下縁から

の血流のもれ）、タイプ 3 エンドリーク（ス

テントグラフト接続部からの血流のもれ）が

問題となってきている。これらのエンドリー

クはいずれも早急な対処が必要な状態であ

り、これらの発生を予防することは臨床的意

義が高い。 

 

３．研究の方法 

<H22 年度> 

過去 3年間に当科で治療を行った腹部大動脈

瘤症例のうちワークステーションで処理を

行った 160 例を対象とした。この症例群を対

象に通常の横断面で測定した最大短径と、中

心軸に対する断面の最大短径・長径および瘤

の傾きとの関係を分析・検討した。計測方法

はワークステーションに 1mm スライスの造

影 CT 画像を読み込み Curved Multi Planer 

Reconstruction 像(以下 CPR 像)を作成し、

その中心軸に沿った断面での最大短径と長

径を測定した。動脈瘤の体軸に対する傾きを

前面・側面で計測した。 

<H23 年度> 

過去 2 年間に施行した EVAR 症例 130 例の

うち 2 年間の経時的変化が追跡できた 49 例

(ゼニス 33 例,エクスクルーダー16 例)を対象

とした。術直後・6 カ月後・2 年後で末梢固

定部の最大短径を 1mm スライスの AxialCT

で測定し、その測定値をデバイス径と比較し

た。 

<最終年度> 

3DCT 処理ワークステーション（iNtuitionⓇ

テラリコン社）を使用し治療侵襲を加えた大

動脈（瘤）の形態の経時的変化を評価し、主

にステントグラフト治療におけるエンドリ

ークの予測を行うことによって最終的な治

療効果を治療前に予測できることを目的と

した。そのため CT 画像処理と血流シミュレ

ーションを用い研究・分析をおこなった。 

 

４．研究成果 

腹部大動脈瘤の術前形態把握の方法は一

定しておらず、いわゆる“かたち”に沿った

評価方法は検証され始めている段階であっ

た。まず本研究では CPR 画像による術前動脈

瘤評価の妥当性を検証し（3D workstation is 

useful for measuring the correct size of 

abdominal aortic aneurysm(AAA) diameters）、

そのうえで術後におこりうる形態変化の分

析を行った。そのうえでまず、術後の動脈瘤

の瘤径変化の検討と残存血流との関係を調

べ、まとめたものを Jounal of vascular 

surgery に 投 稿 す る こ と と な っ た 。

（Comparison of the Property of Type II 

Endoleak between the Zenith and the 

Excluder and its Effect on the Changes of 

Aneurysmal Diameter.）。これはステントグ



 

 

ラフト機種別でのタイプⅡエンドリークの

評価、責任血管の同定及び傾向の分析という

点において特色があると考える。次にステン

トグラフトが固定されている部分の経時的

強度変化の推定（The change of the diameter 

of the distal neck of post-stentgraft(仮

題)）をいままで海外でも行われていなかっ

たステントグラフト末梢端においておこな

った。この研究の特色としてはステントグラ

フト末梢留置部位の総腸骨動脈が東洋人に

おいて西洋人より短いため強度変化がより

重要であることを報告することなる。またス

テントグラフト移動（migration）の評価（The 

study about the relation between the 

migration of distal landing zone and the 

length of landing zone after EVAR(仮題)）

も同様に末梢端において行った。これも上記

と同様に東洋人において重要である。いずれ

も末梢端における分析は海外ではほとんど

報告はなく、本邦特有である。これは総腸骨

動脈の短さからくるタイプ Ib エンドリーク

に対する検討に役立つものと考える。西洋人

（コーカソイド人種）に対するステントグラ

フトの成績に関する論文は多数出ているが

アジア人に対する研究はほとんどなされて

いない。しかし末梢ランディングゾーンとし

ての総腸骨動脈は特に右に関しては有意に

短く、ランディングゾーンとしての長さもぎ

りぎりの場合が多い。そのため白人に対する

統計はアジア人にはあてはまらない可能性

が高い。そのためその問題を包括する継時的

な形態変化の評価法の確立と、その評価によ

る形態分析が必要である。 
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